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「エネルギー・原発問題委員会」開催
第７回 「エネルギー・原発問題」委員会

2月24日（木）第7回「エネルギー・原発問題」委員会を開催し、2021年度の活動および2022年度の
活動計画について報告・議論を行いました。

2022年2月24日（木）14:00～16:00　会場（東京都中央区京橋1-10-7 KPP八重洲ビル）＆オンライン開催

2022年度はエネルギー・原発問題の国民的議論の喚起に向け、国民・企業・自治体に向けての情報発信や双方
向コミュニケーションに取り組んでまいります。

【2022年度活動計画】
（1）国民へ向けた情報発信と直接交流の場の創設
（2）企業・住民・自治体へ向けた再エネ導入好事例の情報共有
（3）現地現物調査・ファクト集の更新

また千葉エコ・エネルギー株式会社　馬上代表取締役を講師にお招きし、「営農型太陽光発電の最新動向」を
テーマにご講演いただきました。農業と共存する営農型太陽光発電は都市部近郊で再エネ発電に取り組むこ
とができるという利点に加え、今後の導入拡大のポテンシャルも大きく、持続可能なエネルギーとして価値が高
まっているとお話をいただきました。

【出席者のご意見（一部抜粋）】
◦生活者との接点を増やすことに意義があると感じる。生活者と交流し意見交換することで、政府へ提言する際に

リアリティや説得力が増すと思う。そのためテーマ設定を明確にして生活者に関心を持ってもらう必要がある。

◦行政が考えること、地域の事業者が考えることを互いに共有し、議論を進めていくことが大事だと思う。
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